
W 川、 '"'Nli"コ豆、円"-曹司司市凶~~宮町"'"司、司腰骨守"""明調持恥帽同W司~てr:;;:I"'.'~ 問『炉開宇野町J7'....同門時空間~.ヲ，~でπ岡市町市F守司?市守司明伊吻何百相"w':開門息不

六
正
閏
年
六
周
=
十
日
開
徳
三
種
鱒
偏
物
認
可
《
M

育
局
-
閏
】

h
M
a
a刊
}

~-，........，."押

草子電車E 日 -p司 :11.. &f三 ~fii己示日日召

e 

品

細

川

過

京

法
人
配
雷
源
泉
課
税
の
長
短
・
・
・
・
・
法
率
一
博
士

米
岡
文
化
祉
曾
皐
・
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
一
墜
暗
土

貨
幣
の
中
心
機
能
・
・
・
目
.
‘
.
白
文
撃
博
士

説

苑

ぽ
界
向
口
問
問
問
格
の
決
定
・

京
都
市
町
時
米
の
小
貫
相
場
に
就
て
・
・
経
主
γ

士

岡
家
経
費
の
轄
嫁
に
就
い
て
・
・
・
・
経
一
四
皐
士

都

将

位

都

近
世
の
人
口
に
つ
い
て
・
・
-
-
縄
消
息
子
糟
士

支
那
に
於
け
る
水
利
鰹
所
・
・
-
-
空
調
弔
士

ソ
ウ
エ
ー
ト
露
西
更
の
都
市
財
政
-

-

M

笠
宮
中
士

地
券
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
湾
感
士

士

事

t

-干

E

-
一

臨

阿

位

都

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

輔

載

高米紳

田田戸
庄
保太正

馬 ~5 古住

古 Lii;

彦

小谷作

山口問
田
づ、

七

本

庄

柴

治

郎

大

上

末

虞

大

谷

政

敬

黒

羽

兵

治

郎



貨

幣

の

中

心

機

能

高

田

保

馬

目
次

て
移
動
的
参
奥
手
段
と
し
て
の
貨
幣
|
l
二
、
記
務
、
と
し
て
の
貨
幣
|
|
一
ュ
、
貨
幣
を
あ
る
櫨
剰
と
見
ざ
る
わ
け

l
l岡
、
債
依
皐
位

-ー

移
動
的
参
奥
手
段
ご
し
て
の
貨
幣

貨
幣
が
一
般
的
交
換
手
段
で
あ
る
さ
云
ふ
ご
き
、
此
一
般
的
ぜ
一
五
ふ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ぞ
れ
は
ま
づ
時
期

さ
場
所
芭
じ
於
け
る
一
般
性
を
意
味
す
る
。

一
定
の
貨
幣
の
読
通
範
固
で
あ
れ
ば
、
従
ひ
て
事
買
に
於
て
は
一
の

国
民
経
慣
に
属
す
る
場
所
で
あ
れ
ば
い
づ
こ
に
於
て
も
、
又
貨
幣
制
度
の
盤
改
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、

同
一
の
貨
鰐
が
交
換
手
段

εし
て
役
立
つ
。
衣
に
此
一
般
性
は
授
受
す
る
主
贈
の
賓
格
を
聞
は
ね
。
安
雄
に
よ
り

い
つ
に
で
も

て
獲
得
せ
ら
る
る
財
の
何
物
た
る
を
聞
は
ぬ
、
貰
買
の
主
憧
ず
」
容
瞳
ご
に
闘
す
る
一
般
性
が
意
味
せ
ら
れ
る
。
衣

に
ま
た
、
ぞ
れ
が
交
換
手
段
で
あ
る
ご
云
ふ
ζ

さ
は
、
ぞ
れ
さ
引
き
か
へ
じ
財
の
確
買
に
獲
得
せ
ら
る
べ
き
市
場

の
存
す
る
こ
さ
{
従
ひ
て
そ
の
一
般
受
容
性
)
を
意
味
し
、
又
ぞ
れ
白
樺
何
等
使
用
の
目
的
た
ら
す
、
ぎ
こ
ま
で

も
他
財
獲
得
の
た
め
に
の
み
役
立
?
』
さ
を
意
味
す
る
。
貨
瞥
の
枝
本
機
能
の
こ
れ
ら
の
諸
方
面
は
克
仁
準
み
て

E命
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E命

議

貨
幣
の
中
心
機
能

第
三
十
一
巻

一
五
六

第
三
披

四
A 

交
換
に
入
り
来
る
財
の
縮
瞳
ざ
貨
幣
の
縮
瞳
芭
の
開
係
、
従
ひ
て
綜
合
経
梼
の
金
樫
の
機
構
を
見
る
こ
さ
に
よ
り

て
、
明
に
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

一
定
の
枇
曾
鰹
掛
の
あ
る
一
定
期
聞
を
ご
り
で
考
ふ
る
仁
、
そ
ニ
に
は
日
日
交
換
せ
ら
れ
ゆ
く
財
の
す
ぺ
て
が

一
の
流
判
刊
を
な
し
て
ゐ
る
。
一
五
は
Y

生
産
せ
ら
る
る
に
鹿
じ
て
供
給
ザ
-
ら
る
る
さ
]
ろ
の
(
及
び
生
産
せ
ら
る
る
よ

さ
な
く
し
て
供
給
せ
ら
る
る
さ
噌
}
ろ
の
1

i
例
へ
ば
地
用
、
勢
働
の
如
き
、
種
々
な
る
擢
利
の
如
当
A-1-)
財
は

引
当
、
つ
立
当
白
日
貰
買
を
ら
札
所
有
者
主
流
ふ
位
置
な
か
へ
て
は
、

章
受
p
a
Z
E宇
'

e

司
J
r
C
主

T
現

':ydu--ド
dv
泊

(

此
買
買
の

範
園
じ
取
入
れ
ら
る
る
所
の
、
郎
も
市
場
じ
入
り
・
来
り
て
所
有
者
を
か
ふ
る
所
の
財
の
集
固
を
捕
し
て
、
移
動
す

る
財
の
流
れ
(
移
動
財
流

σ
2
d
m
g円一
2
P
E白
書
。
ョ
)
ぜ
一
耳
ふ
。
こ
れ
は
従
来
、
枇
曾
的
生
産
物
3
3
2ぞ
『
呈
=
宮
内
)

守
」
帯
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
指
せ
ず
も
、
ぞ
れ
よ
り
も
理
論
的
に
精
確
な
る
名
稀
で
あ
る
、
何
ぜ
な
れ
ば
、

一
定
時

聞
に
貰
買
せ
ら
る
る
も
の
は
、
一
枇
曾
的
生
産
物
に
限
ら
れ
玄
る
が
故
で
あ
る
。
比
財
流
を
構
成
す
る
さ
こ
ろ
の
財

は
た

y
・
享
襲
財
(
完
成
財
)

の
み
に
止
・
ま
ら
子
、
生
産
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
に
及
ぶ
。
加
之
、
此
期
間
仁
生
産

せ
ら
れ
ぎ
る
ご
こ
ろ
の
生
産
物
の
み
な
ら
字
、

一
般
に
生
産
を
ま
た
や
し
て
存
す
る
物
財
、
な
ら
び
に
種
々
な
る

関
係
財
(
株
式
債
権
そ
の
他
の
権
利
)
も
ま
た
合
ま
れ
る
。

一
定
の
時
期
に
於
げ
る
移
動
財
流
の
綿
瞳
は
提
供
せ

ら
る
る
さ
こ
ろ
の
、
即
ち
購
入
能
力
ざ
し
て
作
用
す
る
ニ
ん
の
貨
幣
の
緯
瞳
に
よ
り
て
、
其
所
有
者
の
地
位
を
か

へ
る
。
之
を
一
面
よ
り
見
れ
ば
、
貨
幣
の
提
供
者
は
ぞ
の
提
供
す
る
貨
幣
が
鱒
瞳
の
提
供
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
の
如



何
な
る
部
分
で
あ
る
か
に
膳
じ
て
、
財
読
の
一
定
部
分
を
自
己
の
所
有
に
蹄
せ
し
め
る
。
貨
幣
は
此
財
流
に
岨
到
す

る
移
動
的
な
る
車
道
一
興
能
力

(
Z
5
m
g庁

FE--宮
ロ
qBum-
一nz
r
n
p
)
を
伴
っ
て
ゐ
る
。
此
際
、
財
慌
の
大
き
、
卸

ち
之
を
構
成
す
る
財
の
鱒
醸
の
大
き
は
、
各
財
の
交
換
債
値
の
総
計
に
外
な
ら
ぬ
。
却
も
後
に
さ
〈
が
如
〈
、
各

財
の
債
格
可
能
の
総
計
じ
外
な
ら
向
。
勿
論
此
交
換
債
僅
の
皐
位
ざ
し
て
蓮
ば
る
る
も
の
の
何
で
あ
る
か
は
闘
す

る
ど
こ
み
で
な
い
。
兎
に
角
、
各
財
は
そ
の
物
理
的
性
質
例
へ
は
重
さ
、
又
は
そ
の
他
の
標
徴
に
よ

h
て
集
計
せ

ら
れ
子
、
そ
の
交
換
債
値
仁
よ
り
て
集
計
せ
ら
れ
る
。
各
自
は
提
供
す
る
貨
幣
敏
量
に
鷹
じ
て
、
此
尉
流
の
う
ち

か
ら
一
定
の
交
換
債
値
含
有
す
る
一
定
数
量
の
財
営
獲
得
す
る
。
提
供
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
は
新
な
る
所
有
者
の
手

じ
ゐ
L

り
て
句
叉
択
の
来
る
べ
き
財
統
仁
劃
し
同
様
な
る
作
用
を
管
む
。

此
移
動
財
流
の
内
容
を
な
ナ
も
の
が
何
で
あ
る
か
に
ワ
い
で
は
従
来
種
々
D
意
見
が
あ
る
。
シ
ユ
ム
ヰ
エ
タ
ア
の
枇
曾
的
生
産
物
は
享
築
財
に

限
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
も
事
築
財
で
あ
る
限
り
物
財
た
る
と
無
形
財
た
る
と
を
問
は
ぬ
。
臨
冨
師
自
動
鋳
も
、
給
仕
人
の
曲
労
働
も
、
叉
遁
化
役
者
白
踊

も
皆
、
米
、
パ

y
、
酒
と
等
し
〈
己
の
中
に
含
ま
れ
る
。
而
し
て
シ
ユ
ム
ベ
エ
タ
ア
に
あ
り
で
は
、
均
衡
状
態
が
着
眼
せ

b
れ
で
ゐ
る
。
此
状
態

に
あ

P
で
は
一
定
期
間
に
於
け
る
枇
曾
白
生
産
物
白
総
量
が
此
の
期
間
に
於
て
生
産
し
供
給
せ

b
る
込
完
成
財
の
総
量
に
等
し
い
《
そ
れ
は
す
べ

て
自
個
人
的
な
る
勤
労
を
も
含
む
)
ω

而
し
て
、
各
自
は
枇
曾
に
提
供
し
た
る
給
付
の
大
昏
苫
に
臆
じ
て
貨
幣
を
受
取

P
、
之
を
提
供
ナ
る
、
提
供
す

る
貨
幣
白
大
曹
さ
に
膿
じ
て
、
又
生
産
物
た
る
完
成
財
を
受
取
る
。
か
〈
で
貨
幣
に
よ
る
費
買
が
給
付
と
反
封
給
付
と
の
決
済
を
意
味
し
、
貨
幣
経

済
白
仕
組
が
一
白
大
な
る
清
算
機
関
と
な
る
。
此
考
へ
方
か
ち
す
れ
ば
、
其
期
間
白
生
産
物
と
し
で
享
梁
財
の
み
が
あ
げ
ら
る
L

己
と
、
十
分
に

理
解
し
得
ら
れ
る
む
而
し
て
、
現
賓
の
経
端
問
が
此
静
態
に
近
習
ほ
ど
、
そ
れ
は
現
賓
の
経
潜
の
描
寓
と
し
て
も
ま
た
役
立
た
う
o
h
m論
、
此
際
、

生
産
財
等
白
市
場
白
別
に
存
ナ
畠
己
と
が
看
過
せ
ら
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ほ
事
貨
に
於
て
、
官
民
買
せ
ら
る
L

財
が
如
何
な
る
構
成
部
分

言命

叢

貨
幣
白
中
心
機
能

第
三
十
一
巻

=
一
五
七

第

宮古

四
九



E歯

貨
品
田
市
白
中
心
機
能

五
O 

叢

第
三
時
職

第
三
十
一
巻

三
五
八

よ
り
成
る
か
を
凡
る
と
曹
に
は
、
完
成
財
以
外
の
も
の
を
も
包
括
的
に
考
コ
社
曾
的
生
産
物
白
内
容
を
更
に
虞
〈
丸
る
と
ζ

ろ
の
、

エ
ル

λ

タ

ア
の
立
場
が
ま
た
是
認
せ
ら
れ
得
る
。

ベ

Y
ヂ
イ
タ
セ

y
に
あ
り
て
、
貨
幣
、
郎
ち
要
求
憾
に
野
立
せ
し
め
ら
る
L

も
り
へ
消
費
し
得
ペ
春
生
産
物

E
O
S
F
E
p
a
p
r。
白
呂
田
z
z
m

p
a
z
r
z
o目
)

は
物
的
享
築
財
の
hv
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
資
本
財
を
含
ま
ず
ま
た
、
人
的
動
勢
を
ナ
ら
も
含
ま
ぬ
。

シ
ユ
ム
ベ
ェ

9

1

D

貨
幣
と
封
立
せ
し
む
る
も
の
は
こ
れ
よ
り
も
更
に
康
〈
、
享
端
本
財
と
し
て
の
人
的
動
勢
を
含
む
。

エ
ル
ス
タ
ア
に
あ
り
で
は
生
産
財
が
ナ
べ
て
そ

自
社
舎
的
生
産
物
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
、
併
し
な
が
ら
、
費
買
せ

b
る
ふ
と
こ
ろ
の
ナ
べ
て
の
楢
利
が
そ
の
中
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
。
櫨
利
は
す

べ
て
財
に
潤
ナ
る
槽
別
で
あ
る
。
一
世
曾
的
分
聞
の
封
品
群
は
財
で
め
る
が
、
財
に
封
ナ
る
権
利
で
あ
る
己
と
は
で
骨
ね
町
私
は
今
の
場
合
、
貨
幣
を

以
で
賓
買
せ
ら
る
L
以
上
、

己
の
櫨
利
も
主
た
移
動
財
流
白
構
成
要
素
な
り
と
見
る
。
な
る
ほ

r、
槽
刺
は
祉
曾
的
生
産
物
主
は
云
ひ
が
た
い
、

併
し
な
が
ら
、
責
買
に
於
で
貨
幣
に
野
立
ナ
る
も
の
を
商
品
と
し
て
考
ふ
れ
ば
、
此
商
品
は
祉
曾
的
生
産
物
(
此
言
葉
の
文
字
遁

p
白
意
義
か
ら

自
給
的
生
産
物
は
取
除
か
れ
る
〉
の
み
な

b
ず
、
何
等
白
意
味
に
於
て
も
生
産
せ
ら
れ
ざ
る
権
利
を
含
む
。
又
生
産
財
白
重
な
る
も
の
に
し
て
生

産
物
左
稀
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
、
例
へ
ば
、
労
働
、
地
用
白
如
き
。

私
が
議
に
移
動
財
滅
的
構
成
要
素
と
し
て
見
る
も
の
は
突
の
=
一
つ
で
あ
る
。
山
川
享
架
財
(
そ
れ
は
物
財
と
動
勢
と
の
こ
ヲ
を
含
む
v
。
向
生
産
財

(
ζ

と
に
資
本
財
と
稗
せ
ら
る
子
も
の
)
o
m
w
諸
種
の
櫨
刺
(
有
償
詮
券
。
短
期
の
手
形
の
如
き
)
。

こ
れ
ら
の
一
身
と
所
得
と
の
関
係
に
ヲ
い
て
は

後
に
論
及
し
た
い
左
思
ふ
。

財
涜
を
構
成
し
つ
込
商
同
聞
が
移
動
す
る
。
こ
れ
と
ま
さ
し
〈
相
表
裏
し
つ
込
、
而
し
て
反
封
の
方
向
に
肉
っ
て
、
貨
幣
の
流
れ
が
流
れ
る
。
財

が
貨
幣
と
接
鯛
す
る
と
と
ろ
、
そ
こ
に
そ
の
所
有
者
の
手
を
か
へ
る
。

此
枇
曾
艦
梼
の
観
客
か
ら
次
の
事
を
知
b
得
る
。
貨
幣
に
は
常
に
、
移
動
財
読
に
謝
す
る
移
動
的
委
輿
能
力
を

伴
っ
て
ゐ
る
、
貨
幣
の
提
供
に
よ
わ
て
、
此
移
動
的
委
奥
能
力
が
貫
現
せ
ら
れ
財
が
獲
得
せ
ら
れ
る
。

動
的
参
奥
能
力
は
貨
幣
の
初
の
所
有
者
に
於
て
己
び
、
そ
の
代
り
に
一
定
量
の
商
品
を
蔑
す
。

か
、
る
移

市
し
て
引
渡
さ
れ

1) ~chumpeter， Das Sozialproduk.t u. die Rechenpfennige， Archiv f. Sozialw. u 
Soziall'. 44 Bd. S. 66 jf; Bendixen， Das Wesen des Geldes， S・ 30;Elster， Die 
Seele des Geldes， S. 106丘高垣博士『貨幣白木質』ーO四頁



た
る
失
の
所
有
者
の
手
に
於
て
復
活
す
る
。
貨
幣
の
提
供
、
獲
得
に
よ
り
て
此
移
動
的
な
る
参
奥
能
力
が
移
動
す

る
。
即
ち
貨
幣
は
炉
、
る
委
輿
能
力
の
支
持
者
で
あ
る
。
此
移
動
的
委
輿
能
力
の
姿
輿
性
、
移
動
性
に
つ
い
て
な

ほ
少
し
〈
逃
ぺ
ょ
う
。

第
一
。
貨
幣
の
提
供
者
は
之
を
提
供
(
従
ひ
て
譲
渡
)
す
る
こ
三
に
よ
り
て
、
財
流
の
構
成
部
分
た
る
財
を
獲

得
し
う
る
が
、
此
際
、

一
定
期
聞
に
提
供
せ
ら
る
る
ぜ
こ
ろ
の
貨
幣
の
線
額
に
劃
し
て
自
己
の
提
供
す
る
貨
幣
が

ど
れ
丈
の
割
合
を
占
む
る
か
に
よ
り
て
、
獲
得
す
る
財
の
大
き
が
定
ま
る
。
此
貼
か
ら
一
五
へ
ば
貨
幣
は
株
式
に
似
て

ゐ
る
。
株
式
曾
一
祉
の
純
盆
は
株
主
に
劃
し
て
配
嘗
せ
ら
れ
る
。

一
株
主
の
獲
得
寸
る
ご
こ
ろ
は
彼
の
所
有
す
る
株

数
が
鱒
株
数
の
幾
部
分
を
占
む
る
か
に
よ
り
て
定
同
V
Q
。
貨
幣
の
所
有
者
は
株
主
の
如
く
、
之
に
よ
h
J
て
獲
得
せ

ら
る
る
財
の
大
き
は
株
数
に
臆
じ
て
特
ら
る
る
配
営
の
如
く
で
あ
る
。
た
Y

株
主
は
業
株
式
に
よ
り
て
毎
期
引
き

つ
Y
き
配
営
を
得
れ
ザ
」
も
、
貨
幣
の
所
有
者
は
財
の
獲
得
さ
共
に
、
其
所
有
を
失
ふ
。
第
一
一
。
此
委
奥
能
力
は
移

動
的
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
移
動
的
な
り
ぜ
一
五
ふ
こ
さ
の
内
容
は
、
・
次
の
ニ
で
あ
る
。

一
、
任
意
の
人
じ
譲
渡
せ
ら

れ
'
コ
る
。
一
一
、

一
た
び
盛
奥
能
力
が
貫
現
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
て
財
が
移
動
す
れ
ば
、
委
輿
能
力
自
瞳
も
ま
た

移
動
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
此
移
動
性
は
正
し

1
移
動
財
疏
の
移
動
性
さ
相
臆
十
る
も
の
に
し
て
、
而
も
ニ
者
の
移
動

は
方
向
に
於
て
相
反
す
る
。
財
流
の
構
成
部
分
た
る
財
の
移
動
す
る
さ
は
反
封
の
方
向
仁
、
貨
幣
に
よ

b
て
支
持

せ
ら
る
る
奉
奥
能
力
が
移
動
す
る
。
貨
幣
に
件
ふ
委
奥
能
力
の
一
般
的
移
動
性
こ
そ
は
、
こ
れ
を
他
の
委
奥
能
力

論

叢

貨
併
の
中
心
機
能

第
三
十
一
品
種

三
五
九

第
三
披

五



E品

叢

貨
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第
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五

(
徴
牧
又
は
渡
牧
の
特
樺
、
寄
附
を
集
め
易
き
地
位
)
か
ら
匝
別
す
る
さ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

枇
曾
的
生
産
物
に
到
す
る
参
典
能
力
(
伊
豆
ロ
包
括

S四
四
】

5
5
0
=
g
p
p
q
g
L
Z
Z
O
)
と
一
苫
ふ
は
周
知
の
加
〈
、
貨
幣
指
闘
櫨
説
、
貨
常
債

櫨
説
(
h
v

ユ
ム
ペ
エ
タ
ァ
、
ベ

Y
A
ア
イ
タ
セ

ν
、
品
ル
λ

タ
ア
な
ど
)
白
支
持
者
に
よ
り
て
、
貨
常
一
概
念
と
し
て
掲
げ
向
さ
れ
た
る
も
白
で
あ
る
。

忍
は
祉
曾
的
生
産
的
主
宇
品
と
と
に
移
動
財
流
を
置
き
か
へ
た
。
重
た
、
車
に
参
典
能
力
と
一
耳
ふ
伐
り
に
、
移
動
的
参
興
能
力
と
一
耳
ふ
表
現
を
用

ひ
た
。
蓋
し
、
参
血
ハ
能
カ
ル
」
白
み
云
ふ
と
き
に
は
、
貨
階
白
内
容
を
充
分
に
明
か
な
ら
し
め
る
と
と
が
出
来
向
。

一
定
白
地
位
む
故
に
生
産
物
を

享
融
市
し
得
る
特
櫨
は
す
べ
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
貨
幣
の
意
味
ナ
る
参
奥
能
カ
は
、
比
参
輿
能
力
を
移
動
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
即
ち
相
手

に
議
滅
す
る
と
』
に
よ
り
で
、
資
現
せ
ら
る

h
k
と
み
の
多
血
ハ
可
抗
性
で
あ
』
0
0
移
動
町
〈
ば
そ
の
能
力
は
、
水
久
に
貫
現
せ

b
る
ふ
と
」
が
な
い
。

私
は
貨
幣
に
於
け
る
参
輿
能
力
の
此
移
動
性
を
決
し
て
軽
頑
ナ
ベ
曹
も
の
に
非
ず
と
思
ふ
。

貨
幣
白
瞳
の
提
供
譲
渡
に
伴
ひ
て
、
財
涜
に
岨
到
す
る
移
動
的
丞
奥
能
力
が
移
動
す
る
さ
共
仁
、
貫
現
せ
ら
れ
る
。

云
は
明
治
貨
幣
は
移
動
的
奉
奥
手
段

(
σ
2
2胃
E
g
F
E
-
-
m
cロ
何
回
呂
一
号
]
)

で
あ
る
。
こ
の
こ
さ
は
貨
幣
が
移
動
的

委
奥
能
力
の
支
持
者
で
あ
る
こ
さ
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
貨
幣
を
し
て
貨
幣
た
ら
し
む
る
も
の
は
、
そ
れ
が

移
動
的
丞
輿
能
力
を
伴
ふ
が
故
で
あ
る
。
之
を
離
れ
て
は
、
今
日
貨
幣
ざ
し
て
作
用
す
る
も
の
も
、

一
枚
の
紙
片

一
行
の
数
字
、
又
は
一
塊
の
金
属
に
外
な
ら
ぬ
。
故
に
、
移
動
的
参
奥
能
力
は
之
を
貨
帯
性
さ
稀
し
得
る
。
或
は

之
を
抽
象
的
意
義
に
於
げ
る
貨
幣
さ
帯
し
、
塞
奥
手
段
ご
し
て
の
貨
幣
を
具
瞳
的
意
義
に
於
け
る
貨
幣
さ
帯
す
る

こ
さ
を
得
ょ
う
。
然
れ
ぎ
も
此
名
離
は
誤
解
を
招
き
易
い
。
何
さ
な
れ
ば
、
か
の
牽
奥
龍
カ
さ
で
も
事
責
に
於
て

作
用
す
る
、
従
ひ
て
具
種
的
な
る
ち
の
で
ゐ
り
、
箪
に
貫
在
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
。
云



は
Y
事
買
に
存
す
る
一
一
檀
の
封
人
的
関
係
を
意
味
す
る
か
ら
。
此
ニ
者
を
匝
別
せ
し
め
る
も
の
は
、

一
方
が
あ
る

樺
利
、
又
は
他
に
劃
す
る
能
力
で
あ
る
に
劃
し
て
、
他
方
が
此
権
利
を
宿
せ
る
支
持
者
で
あ
る
ぜ
云
ふ
結
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
此
支
持
者
の
概
念
が
更
に
分
析
せ
ら
る
る
こ
さ
を
要
す
る
。

か
か
る
移
動
的
盛
典
能
カ
は
所
詮
、
あ
る
種
の
擢
別
で
あ
り
、
一
枇
舎
的
勢
力
で
あ
る
。
而
も
此
勢
力
又
は
権
利

は
何
人
じ
属
す
る
か
の
所
属
を
明
白
に
せ
ら
る
る
こ
さ
を
要
す
る
。
此
所
属
は
何
等
か
の
貫
在
に
よ
り
て
謹
様
だ

て
ら
れ
る
。
一
五
は
明
治
か
か
る
質
在
が
此
奉
輿
能
力
さ
一
五
ふ
擢
利
の
所
在
を
示
す
指
標
定
な
る
。
例
へ
ば
、
土
地
の

上
に
打
も
込
め
る
杭
が
そ
の
土
地
の
何
人
の
所
有
に
属
す
る
か
な
示
す
指
標
さ
な
る
が
如
〈
に
。
か
〈
て
、
貨
幣

は
財
流
に
罰
す
る
占
径
一
輿
能
力
の
所
在
を
示
す
さ
こ
ろ
の
杭
で
あ
る
。
而
も
、
此
杭
は
移
動
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
、

移
動
す
る
と
さ
に
は
じ
め
て
此
姿
奥
能
力
を
貫
現
す
る
の
此
能
力
の
所
在
を
謹
嬢
だ
て
る
移
動
的
指
標
こ
ぞ
は
卸

も
貨
幣
に
外
な
ら
ね
。

• 

一一
記
挽
子
し
て
の
貨
幣

然
ら
ば
、
此
権
利
の
所
在
は
如
何
に
し
て
謹
撲
だ
て
ら
れ
る
か
。

一
言
に
し
て
壷
せ
ば
、
世
曾
意
識
が
あ
る
貫

在
を
以
で
か
か
る
移
動
し
ゅ
く
権
利
の
所
在
さ
確
認
す
る
こ
さ
に
よ

h
て
。
本
来
、
此
権
利
を
賦
輿
す
る
る
の
は

世
舎
意
識
に
外
な
ら
や
、
而
し
て
権
利
の
刻
々
に
何
人
に
あ
る
か
を
あ
る
指
標
、
郎
ち
記
競
に
よ
b
て
確
認
す
る

1品
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四

の
も
ま
た
世
曾
意
識
で
あ
る
。
此
一
枇
曾
意
識
の
確
認
は
車
に
岡
家
法
制
の
経
由
む
さ
こ
ろ
で
は
な
い
、
鰹
漕
的
相
互

交
通
の
聞
に
、
あ
る
記
競
た
る
貫
在
を
以
て
か
、
る
権
利
の
所
在
さ
認
め
ん
ざ
す
る
一
般
的
要
求
、
従
ひ
て
慣
行

が
生
れ
る
。
此
要
求
及
び
慣
行
が
法
制
に
よ
h
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
か
の
記
競
に
関
し
て
の
厳
重
な
る
形
式
が
輿

へ
ら
れ
る
。
そ
の
さ
き
に
、
か
の
確
認
が
十
分
な
る
法
的
拘
束
力
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。

市
場
の
組
織
が
十
分
に
成
立
し
愛
達
す
る
震
に
は
、
交
換
に
於
け
る
財
の
提
供
者
一
か
、
比
鴨
的
に
云
は
Y

市
場

そ
の
も
の
に
信
用
な
興
コ

反
調
給
付
山
正
後
日
自
ら
欲
す
る
時
期
仁
於
て
(
一
臨
見
梯
的
ヲ
市
場
仁
於
1
決
定
せ
ら
一

る
る
健
件
に
於
て
(
購
来
の
債
格
に
於
て
)
、
受
取
る
だ
け
で
満
足
す
る
こ
さ
を
要
す
る
。
ぞ
こ
で
市
場
組
織
を
維
持

せ
む
さ
す
る
一
般
的
意
志
は
、
此
目
的
の
震
に
、
崎
市
来
の
財
流
か
ら
支
掛
ふ
ぺ
し
さ
い
ふ
債
務
、
従
ひ
て
之
に
封
膳

す
ぺ
き
要
求
権
を
確
認
す
べ
き
記
競
を
定
め
る
、

ζ

れ
は
多
く
は
市
場
に
参
加
す
る
多
数
意
志
の
相
互
作
用
の
間

仁
成
立
し
た
る
も
の
で
あ
る

(
此
記
競
が
捨
保
ざ
し
て
、
業
表
示
す
る
債
値
だ
け
の
素
材
債
低
を
有
す
る
や
、
否

ゃ
、
は
別
の
問
題
で
あ
る
)
。
而
し
で
か
の
要
求
樺
が
此
記
暁
を
通
し
て
財
の
提
供
者
に
引
渡
さ
れ
る
(
こ
れ
は
必

や
し
も
手
交
を
意
味
せ
子
、
此
移
轄
の
た
め
に
は
種
々
な
る
仕
方
が
あ
る
)
。
従
ひ
て
此
記
就
は
無
記
名
の
預
b
謹

券
ご
極
め
て
性
質
を
近
く
す
る
。
此
記
競
を
通
し
て
移
動
す
る
も
の
は
財
に
脅
す
る
要
求
権
で
ゐ
る
。
而
も
此
要

求
権
(
或
は
指
圏
構
三
百
ひ
、
或
は
債
権
さ
云
ふ
が
)
は
載
量
的
の
も
の
、
大
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
計

算
の
軍
位
が
な
げ
れ
ば
な
ら
子
、
此
軍
位
は
一
定
の
名
講
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
勿
論
此
軍
位
の
要
求
権
の
大
き



は
、
あ
る
財
の
債
値
さ
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
三
も
あ
る
が
(
金
一
匁
の
債
値
が
五
闘
で
あ
る
乞
云
ふ
や
う
に
)

さ
う
で
な
い
こ
ぜ
も
多
い
。
従
ひ
て
、
一
般
的
じ
は
此
大
さ
が
一
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
ヨ
は
云
は
れ
得
な
い
。

か
〈
て
か
の
記
暁
の
確
認
は
つ
ね
に
、
名
目
的
債
値
車
位
の
確
認
を
件
ふ
。
而
し
て
、
債
値
車
位
の
大
き
は
枇
曾

的
に
常
に
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
は
云
へ
子
、
世
曾
意
識
は
た
Y
そ
の
敷
量
を
の
み
一
定
の
規
範
に
よ

h
て
制
限

す
る
、
此
数
量
ぞ
通
し
て
間
接
に
単
位
た
る
債
値
の
大
さ
が
定
ま
る
。
貨
幣
の
属
性
ぜ
し
て
見
ら
る
〈
き
は
数
量

の
み
さ
一
五
ふ
考
方
は
、
比
敷
撞
を
も
っ
一
方
面
を
高
調
し
た
る
も
の
で
あ
る
、
か
の
要
求
躍
が
貨
幣
の
根
本
的
属
性

で
あ
る
こ
さ
は
、
一
耳
ふ
志
で
も
な
い
。
一
般
曾
意
識
は
必
守
し
も
同
家
を
ま
た
ぬ
、
従
ひ
て
貨
幣
で
あ
る
か
の
記
競

の
確
認
さ
て
も
、
園
家
を
ま
た
子
、
慣
行
の
上
仁
行
は
れ
得
る
こ
さ
で
あ
る
。

h
H
Y
園
家
の
な
し
得
る
ぎ
こ
ろ
は

市
場
に
於
て
確
認
せ
ら
れ
た
る
記
慌
に
法
的
効
力
を
奥
ふ
る
こ
さ
、
か
の
要
求
権
の
名
帯
。
信
雄
一
改
す
る
こ
さ
(
此

盤
改
さ
で
も
そ
の
貫
質
に
於
て
は
、
園
家
が
た
Y
賛
意
す
る
に
止
る
、
之
を
行
ふ
も
の
は
市
場
で
ゐ
る
さ
云
ふ
意

見
も
打
ん
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
記
競
に
よ
り
て
表
示
せ
ら
4
0

る
要
求
権
の
敷
量
を
決
定
す
る
こ
芯
で
あ
私
。

貨
幣
を
以
て
一
般
的
購
買
力
、
又
は
鰹
梼
債
値
(
今
ま
で
遮
ぺ
た
る
要
求
権
に
嘗
る
)
そ
の
も
の
で
あ
る
さ
す

る
見
方
は
貨
幣
性
を
貨
幣
ぜ
見
る
も
の
で
あ
る
。
貨
併
を
以
て
一
一
般
的
購
買
カ
、
又
は
粧
梼
債
値
の
象
徴
、
又
は

其
客
観
化
ご
見
る
の
は
事
態
を
不
精
確
に
捉
へ
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
も
の
は
敷
多
の
象
徴
を
も
ち
得
る
。

般
的
購
買
力
は
象
徴
を
貨
幣
に
も
つ
ぜ
同
様
に
宏
世
な
る
邸
宅
に
、
身
蓮
の
襲
飾
に
有
し
う
る
で
ゐ
ら
う
。
ぞ
れ
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豆
大

は
貨
幣
が
か
の
委
奥
能
力
所
在
の
唯
一
の
謹
諜
た
る
性
質
を
看
過
し
て
ゐ
る
。
又
、
貨
幣
は
一
般
的
購
買
カ
の
軍

な
る
客
観
化
で
は
な
い
、
偽
散
の
数
理
は
艦
典
に
、
殿
堂
に
、
悌
像
に
何
れ
も
客
観
化
せ
ら
れ
る
。
而
も
此
意
味

に
於
て
、
貨
幣
が
一
般
購
買
カ
の
容
観
化
で
あ
る
さ
は
一
宮
へ
ぬ
、

で
あ
る
、
な
る
ほ
ピ
、
貨
幣
に
於
て
そ
れ
は
記
就
を
得
た
る
意
味
か
ら
、
客
観
化
せ
ら
れ
た
さ
云
ひ
得
ぬ
事
も
な
い

一
般
的
購
買
力
は
ぞ
れ
白
煙
客
観
的
な
る
も
の

併
し
な
が
ら
、
此
客
観
化
は
枇
曾
意
識
が
此
能
力
の
所
在
ご
し
て
確
認
す
る
さ
こ
乃
の
客
観
化
で
あ
る
。
此
枇
舎

意
識
の
確
認
を
離
れ
て
車
な
る
客
観
化
ご
し
に
見
る
な
ら
ば
貨
幣
の
貨
幣
沈
る
所
以
が
央
は
れ
て
ゐ
る
。
祉
曾
意

識
が
か
の
牽
興
能
力
の
所
在
ざ
し
て
保
聾
し
た
る
さ
こ
み
の
客
観
化
で
な
く
ば
、
貨
幣
で
あ
る
さ
は
云
へ
ぬ
。

か
く
て
、
貨
幣
は
か
、
る
移
動
的
多
奥
能
力
の
所
在
の
霞
捺
さ
な
る
貰
在
に
外
な
ら
ぬ
。
此
意
味
に
さ
へ
解
す

る
な
ら
ば
、
之
を
か
、
る
能
力
の
象
徴
さ
云
ふ
も
指
標
戸
二
百
ふ
も
妨
げ
ぬ
。
此
指
標
を
帯
し
て
、
移
動
財
慌
に
劃

す
る
移
動
的
参
奥
手
段
さ
云
ふ
。
此
指
標
た
る
賞
在
(
記
競
)
を
介
し
て
は
じ
め
て
参
奥
能
力
が
所
有
せ
ら
れ
、

叉
そ
れ
が
賓
現
せ
ら
る
る
こ
さ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

(
σ
2
m
m
g仏
目
白

国

am---mZHHm印
g
-
R
n戸
釦

B
u
n
t司
目

mmロ丘町ロ

の
52ass)
此
指
標
な
〈
し
て
は
か
の
参
奥
能
力
が
、
何
人
に
よ
り
て
も
所
有
せ
ら
る
る
ζ

ぜ
能
は
争
、
叉
買

現
せ
ら
れ
ね
。

キ
ル
マ
イ
ア
ア
に
よ
り
て
、
貨
幣
は
債
値
の
客
観
化
叉
は
客
観
化
し
た
る
債
値
で
あ
る
と
せ

b
れ
て
ゐ
る
。
債
値
ー
と
云
ふ
も
自
が
此
場
合
、
交

換
債
値
を
さ
す
こ
と
は
云
ふ
主
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
際
貨
幣
が
債
値
関
係
の
表
出
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
慢
債
値
を
も
う
・
4

の
に
非

ざ
る
こ
と
か

b
、
貨
併
は
債
値
で
あ
る
と
云
ふ
見
方
が
と
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
債
値
閲
係
の
表
出
手
段
と
い
ふ
こ
と
を
分
析
せ
よ
。
債
値
閥
係



と
云
ふ
は
交
換
債
値
そ
の
も
白
で
あ
ら
う
、
表
向
手
段
と
云
ふ
は
交
換
償
値
目
計
量
白
単
位
と
云
ふ
に
す
ぎ
ぬ
、
さ
う
す
れ
ば
、
貨
幣
は
債
値
即

ち
か
の
参
興
能
力
を
件
ふ
が
故
に
の
み
、
此
能
カ
の
幾
借
と
し
て
他
の
財
の
交
換
債
値
を
計
量
し
う
る
。
ぞ
れ
肖
値
債
値
を
屯
ち
得
ね
と
云
ふ
主

張
は
言
句
白
表
面
の
み
を
み
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
従
ひ
て
、
貨
幣
は
交
換
債
値
で
あ
る
と
云
ふ
主
張
も
支
持
し
が
た
い
の
か

エ
ル

Z

タ
ア
白
考
~
方
に
よ
れ
ば
、
園
家
で
あ
る
こ
と
が
国
家
の
機
能
で
な
い
が
で
う
に
、
祉
合
的
生
産
物
に
劃
す
る
参
輿
可
能
、
参
奥
手
段

償
値
草
位
で
あ
る
と
と
は
貨
幣
D
機
能
で
は
な
い
。
同
一
一
概
念
。
三
つ
の
機
能
で
は
な
い
。
そ
れ
は
貨
幣
で
あ
る
。
此
の
三
う
は
同
-
概
念
の
互

ひ
に
異
な
れ
る
表
現
で
は
な
〈
し
て
、
貨
幣
の
肯
定
義
で
あ

h
。
併
し
な
が

b
、
忍
は
か
う
云
ふ
考
へ
方
を
理
解
し
が
た
〈
思
ゐ
。
此
一
-
一
?
の
異

な
れ
る
表
現
が
と
も
に
周
一
の
貨
幣
白
定
義
で
あ
る
と
は
何
を
意
味
ナ
る
か
。
例
へ
は
、
参
奥
手
段
と
参
輿
能
力
と
の
全
く
相
異
な
れ
る
内
容
が

E
う
し
て
共
に
貨
幣
の
定
義
た

P
得
る
か
。

地
流
に
お
す
ゐ
品
位
輿
能
力
沼
市
経
奥
平
段
、
印
も
貨
幣
性
三
賞
併
さ
の
関
係
は
、
権
利
ぜ
樺
利
ぜ
の
支
持
者

J纏

利
が
あ
る
主
瞳
じ
所
属
す
る
こ
さ
の
謹
醸
た
る
賓
在
)

さ
の
聞
係
で
あ
る
。
而
し
て
一
の
賞
在
的
の
も
の
で
ゐ
る

貨
鮮
が
、
参
奥
手
段
、
乃
至
交
換
の
一
般
的
手
段
注
し
て
の
作
用
を
替
み
得
る
の
は
、

参
輿
能
力

一
に
そ
れ
が
、

の
支
持
者
で
あ
る
に
よ
る
、
云
は
vb

ぞ
れ
は
貨
幣
を
貨
幣
た
ら
し
む
る
根
醸
で
あ
る
、
此
意
味
に
於
て
貨
幣
性
さ

稗
せ
ら
れ
得
る
。
時
さ
し
て
は
貨
幣
を
具
瞳
的
貨
幣
さ
云
ム
の
に
劃
し

t
、
抽
象
的
貨
幣
、
或
は
抽
象
的
意
義
に

於
け
る
貨
幣
さ
云
ふ
。
私
は
論
述
の
簡
単
を
期
す
る
震
に
は
時
ざ
し
て
、
此
委
奥
能
力
を
も
貨
幣
さ
云
ふ
こ
ご
が

あ
ら
う
o

し
か
し
ニ
者
の
匝
別
は
前
週
の
如
く
明
に
せ
ら
る
る
こ
さ
を
要
す
る
。

従
来
四
一
号
説
に
あ
り
で
は
、
具
億
的
な
る
参
奥
手
段
を
以
て
貨
幣
と
な
?
と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ

p
で
支
持
せ
ら
る
1L

参
奥
能
力
そ
白
も
の
を

貨
幣
と
な
す
(
後
に
雄
ぷ
る
償
値
単
位
が
貨
幣
主
見
b
る
ふ
こ
止
に
ヲ
い
て
は
、
今
論
及
せ
ず
と
し
て
も
)
。

夏
陀
準
み
で
は
、
此
二
の
何
れ
を
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論

叢

貨
幣
の
中
心
機
槌

第
三
十
一
巻

占ノ、
ムノ、

第

競

五
八

貨
幣
と
見
る
か
は
名
溝
の
問
題
に
す
ぎ
ず
と
云
ふ
立
場
を
と
る
も
白
も
あ
り
、
或
は
参
輿
能
力
そ
白
も
り
e
E
貨
幣
な
り
と
丸
る
。
此
動
に
関
す
る

意
向
見
は
庖
キ
で
あ
る
。

き
て
、
移
動
財
読
に
費
す
る
移
動
的
丞
奥
手
段
さ
し
て
の
貨
幣
が
か
か
る
手
段
ぜ
し
て
作
用
す
る
の
は
、
そ
れ

が
移
動
的
曇
輿
能
力
の
支
持
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
ひ
て
貨
幣
さ
貨
幣
性
ざ
の
相
表
裏
す
る
黙
に
着
服
し
て

二
者
を
峻
別
せ
ぎ
る
立
場
に
立
て
ば
、
賞
幣
が
か
か
ろ
丞
輿
能
力
で
あ
る
さ
云
ひ
得
る
。
か
〈
貨
幣
f
し
貨
常
性
ざ

を
混
同
す
る
立
場
.
又
は
委
輿
能
力
そ
の
も
の
乞
以
て
貨
幣
で
あ
る
ご
す
る
立
場
か
ら
ゴ
凄
h
L貨
幣
は
一
一
種
の
債

擢
又
は
指
圃
樫
で
あ
る
さ
稗
せ
ら
れ
る

(
貨
幣
債
権
説
、
指
圃
権
設
)
。
此
表
現
は
之
を
趨
営
に
解
課
す
る
限
h
J

謀
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

私
も
今
主
で
屡
々
、
此
参
輿
能
力
の
性
質
を
説
明
ナ
る
の
に
、
要
求
櫨
、
櫨
利
な
ど
申
言
葉
を
用
ひ
た
が
、
こ
れ
ら
は
勿
論
純
漕
撃
的
に
句
-O

解
せ

b
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
、
貨
幣
債
権
設
又
は
指
圏
構
設
に
艶
し
て
、
貨
解
白
件
へ
る
能
カ
が
債
権
と

h
v
b
る
L

に
し
て
も
何
等
法
的
意
義

に
於
け
る
債
櫨
白
知
〈
一
定
白
債
務
者
を
有
せ
ず
、
又
、
支
摘
は
る
べ
守
内
容
印
ち
債
務
白
内
容
白
一
定
せ
ざ
る
故
を
以
で
、
と
れ
を
根
木
か
ら

否
定
し
よ
う
と
ナ
る
態
度
を
と
る
も
白
が
あ
る
。

hm論
、
此
等
の
法
律
的
に
一
定
白
意
味
を
有
す
る
言
葉
を
用
ふ
こ
と
が
、
不
便
乃
至
不
適
富
で

あ
る
在
云
・
占
こ
と
は
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
債
権
は
指
問
権
の
言
葉
と
て
も
、
経
済
皐
上
回
あ
る
事
貨
を
表
示
し
、
あ
る
事
責
を
説
明
せ
む
が
震
に

用
ひ
ら
れ
た
る
場
合
に
あ
り
で
は
、
之
を
経
滑
率
的
に
解
碍
ナ
る
の
は
常
然
の
と
と
で
あ
り
、
之
を
経
滞
撃
的
に
解
す
る
場
合
に
は
、
治
律
的
h
u

る
意
味
&
段
別
白
意
味
の
輿
へ
ら
る
λ

こ
と
も
吉
た
、
首
然
許
さ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。



一一一
貨
幣
を
あ
る
権
利
の
見
ざ
る
わ
け

た
リ
ミ
在
共
が
之
を
盛
一
奥
能
力
さ
の
み
云
ひ
て
債
権
又
は
何
等
か
の
請
求
権
ざ
し
て
表
示
せ
ぎ
る
所
以
は
、
之
を

言
葉
の
法
律
的
意
味
じ
近
づ
げ
て
解
せ
む
ざ
す
る
限
り
、
請
求
せ
ら
る
る
財
の
種
類
及
び
敷
量
が
不
定
に
し
て
、

請
求
せ
ら
る
る
相
手
も
亦
全
然
不
定
な
る
こ
さ
、
請
求
せ
ら
る
る
特
定
の
相
手
は
高
く
債
格
を
申
出
づ
る
こ
さ
仁

よ
h
て
任
意
仁
之
を
回
避
す
る
こ
さ
が
出
来
、
従
ひ
て
所
謂
請
求
権
も
鼻
、
に
権
利
ざ
し
て
表
示
せ
ら
る
る
だ
げ
の

内
容
な
有
せ
、
ざ
る
勤
に
あ
る
。
従
ひ
て
精
確
を
期
す
る
が
須
に
は
、
た

U
Jの
る
種
の
盛
一
輿
能
力
さ
見
た
い
。
同
様

な
る
考
方
が
ま
穴
、
具
館
的
な
る
貨
幣
を
指
圏
諸
券
ぜ
な
す
見
解
に
あ
て
は
ま
る
。
賞
倣
阿
佐
が
か
か
る
指
闘
権
に

あ
ら
ざ
す
れ
ば
、
貨
幣
性
の
支
持
者
で
あ
る
具
瞳
的
貨
幣
は
、
之
を
示
す
所
の
詩
券
で
あ
る
さ
見
、

一
寛
榔
の
指

圃
謹
券
で
あ
る
、
ぜ
な
す
の
は
営
然
の
こ
さ
で
あ
る
。
私
は
貨
幣
性
を
文
字
通
り
に
指
圃
躍
さ
見
る
こ
ぎ
の
困
難

で
め
る
の
を
信
や
る
さ
同
様
に
、
貨
幣
を
指
圃
誼
券
で
あ
る
さ
な
す
こ
さ
も
岡
難
で
あ
る
さ
思
ム
。
た
Y

、
表
現

を
簡
単
明
白
な
ら
し
む
る
た
め
の
比
喰
で
あ
る
こ
ぎ
を
忘
れ
な
い
な
ら
ば
、
貨
幣
を
指
圃
需
券
な
り
さ
な
す
ニ
さ

に
反
劃
を
唱
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
厳
密
じ
理
論
を
推
し
謹
め
る
な
ら
ば
、
貨
幣
が
指
圃
謹
努
で
あ
る
さ

云
ふ
見
方
に
は
な
ほ
一
の
困
難
が
あ
る
。
貨
幣
即
も
参
輿
能
力
の
所
在
を
示
す
さ
こ
ろ
の
指
標
は
必
ず
し
も
手
交

せ
ら
れ
う
べ
き
謹
券
の
形
式
を
さ
る
さ
は
限
ら
ぬ
さ
思
は
れ
る
。
後
に
説
く
が
如
〈
、
貨
幣
の
素
材
が
梅
度
仁
減

3曲
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論

叢

貨
幣
白
中
心
機
能

第
三
十
一
巻

二
ハ
八

第

披

大

O

縮
し
て
還
に
謹
穿
注
し
て
の
存
在
を

rに
失
ふ
芯
き
、
そ
こ
じ
は
指
圃
謹
券
で
な
い
さ
こ
ろ
の
貨
幣
が
成
立
し
う

る
ざ
思
ふ
。
此
貼
に
つ
い
て
は
な
ほ
後
に
詳
設
し
よ
う
。

こ
の
こ
さ
に
関
聯
し
て
、
貨
幣
は
一
般
的
支
掛
手
段
(
又
は
支
掛
要
具
)
で
あ
る
さ
一
エ
ふ
見
解
を
考
察
す
る
。

支
拐
さ
云
ふ
は
財
掠
仁
劃
す
る
奉
輿
能
力
の
、
何
等
か
の
有
数
な
る
要
求
に
臆
や
る
譲
渡
で
あ
る
。
徒
ひ
て
、
支

捕
は
こ
の
方
向
に
於
て
相
返
送
一
事
象
か
ら
匝
別
せ
ら
れ
る
。

一
方
に
於
て
、
か
、
ゐ
奉
輿
能
力
の
皐
な
る
譲
渡
か

ら
支
掛
を
一
世
別
す
る
も
の
は
・
択
の
馳
仁
あ
る
。
贈
興
、
寄
附
の
如
き
も
ま
わ
仏
、
か
、
る
由
ZF
奥
部
カ
の
譲
渡
で
は
ゐ

る
が
、
此
譲
渡
に
劃
す
る
何
等
有
放
の
要
求
(
請
求
権
)
が
な
い
。
か
也
、
る
要
求
仁
膳
じ
て
譲
渡
せ
ら
る
る
さ
・
』
乃

に
支
梯
の
特
質
が
あ
る
。
他
方
に
於
て
、
有
殺
な
る
要
求
に
底
や
る
譲
渡
で
あ
る
に
し
て
も
、
譲
渡
せ
ら
る
る
ち

の
の
内
容
が
か
か
る
牽
奥
能
力
で
な
い
さ
き
に
、
そ
れ
を
前
じ
は
支
抑
ご
し
て
取
扱
は
ぬ
。
特
殊
の
粧
掛
財
の
請

求
権
に
慮
中
る
譲
渡
を
支
梯
の
範
固
か
ら
除
外
す
る
、
従
ひ
て
此
意
味
に
解
す
る
限
hJ
、
支
梯
三
五
ム
こ
さ
は
財

読
に
劃
す
る
移
動
的
占
星
奥
能
カ
の
存
立
を
前
提
ざ
す
る
。
か
〈
て
、
支
梯
要
具
で
あ
る
こ
さ
は
、
決
し
て
貨
幣
の

根
本
的
機
能
吉
見
る
ぺ
き
で
は
な
い
。
更
に
眼
を
轄
じ
て
考
ふ
る
に
、
財
涜
に
劃
す
る
丞
奥
能
力
の
譲
渡
ざ
し
て

の
支
榔
に
は
ニ
の
場
合
が
あ
る
。
支
梯
に
罰
す
る
反
封
給
付
が
相
手
の
有
す
る
擢
利
の
消
滅
(
従
ひ
て
支
梯
ふ
も

の
よ
り
見
れ
ば
義
務
の
消
滅
)
で
あ
る
場
合
に
は
、
か
の
委
輿
能
力
の
単
な
る
譲
渡
が
あ
り
、
従
ひ
て
此
能
力
の



貰
現
は
な
い
(
一
方
的
債
値
移
轄
の
あ
る
場
合
)
。
詳
言
す
れ
ば
、
支
撫
の
主
檀
は
委
奥
能
力
の
賓
現
に
よ
り
て
そ
の

財
を
獲
得
す
る
さ
共
に
、
相
手
に
委
輿
能
力
を
惇
達
す
る
。
比
鴨
的
に
云
へ
ば
、
此
委
輿
能
力
は
貫
現
に
よ
h
て
彼

の
手
仁
死
滅
し
、
相
手
の
手
に
再
生
す
る
。
此
際
の
表
奥
能
力
の
譲
渡
は
裏
面
か
ら
見
れ
ば
参
輿
そ
の
こ
ぜ
を
意

味
す
る
。
而
し
て
何
れ
の
場
合
の
譲
渡
に
於
て
も
、
貨
幣
は
業
譲
渡
の
手
段
で
あ
り
、
従
ひ
て
支
抑
の
手
段
で
あ

る
。
併
し
な
が
ら
、
後
の
場
合
、
郎
ら
交
換
に
於
け
る
支
榔
手
段
ざ
し
て
役
立
つ
が
故
に
の
み
、
貨
瞥
K
前
の
場

合
の
支
梯
手
段
ご
し
て
役
立
ち
得
る

(
貨
幣
の
根
本
機
能
は
や
は
り
、
財
疏
に
劃
す
る
委
奥
能
力
た
る
賠
じ
あ
る

拘
は

-，t 
カム

RE， 

1ヨ
ら

貨
幣
は
一
般
的
支
柵
手
段
や
し
め
る
、

忠
一
流
ふ
見
方
栓
生
じ
村
山
の
で

あ
る
)
。費

生
的
、
歴
史
的
な
る
考
察
か
ら
は
、
貨
幣
が
交
換
の
聞
に
、
一
般
的
交
換
手
段
と
し
て
成
立
せ
ず
、
む
し
ろ
一
方
的
支
排
白
手
段
と
し
て
成

立
し
た
と
云
ふ
見
解
が
主
張
せ

b
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
貨
幣
目
上
位
概
念
を
支
抗
手
段
に
求
曲
、
従
ひ
て
貨
幣
を
一
般
的
変
換
手
段
・
と
し
て
見

ま
い
、
と
す
る
場
合
と
結
び
ヲ
い
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
、
貨
幣
と
な
る
財
が
し
ば
し
ば
支
排
白
た
め
に
(
本
文
に
於
て
は
、
支
扮
を
夏
に
狭
義

に
用
ひ
て
ゐ
る
。

ζ

L

に
は
あ
る
財
白
要
求
権
に
際
ず
る
移
轄
と

D
h
h
る
べ
〈
、
一
般
的
交
換
能
力
の
移
轄
と
は
必
ず
し
も
凡

b
れ
た
い
)
用

ひ
ら
る
A

己
と
に
よ
り
、
貨
幣
と
た
ワ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
支
梯
手
段
た
る
が
故
に
貨
幣
た
る
の
で
な
〈
、
一
般
的
交
換
手
段
と
な
っ
た
故
に

貨
幣
に
化
し
た
の
で
あ
る
。
支
扮
手
段
は
支
排
手
段
で
あ
り
、
貨
幣
は
一
般
的
交
換
手
段
で
あ
る
。
貨
幣
白
起
原
が
支
携
の
う
ち
に
あ
る
か
(
そ

白
中
に
納
責
が
含
ま
れ
よ
う
)
供
物
奉
献
に
あ
る
か
、
交
換
に
あ
る
か
は
一
概
に
云
は
れ
得
ぬ
に
し
て
も
、
葱
に
閥
ナ
る
止
と
ろ
で
は
な
い
。

ζ

の
と
と
に
ワ
い
て
、
か
つ
て
次
回
如
く
に
並
べ
た
。
『
輩
に
支
携
と
い
ふ
こ
と
を
、
か
の
参
興
手
段
、
従
ひ
で
一
般
的
突
換
能
カ
ゃ
あ
る
種
の
譲
渡

論

叢

貨
幣
白
中
心
機
龍

第
三
十
一
巻

ノ、

九

第
三
務

六



官有

叢

貨
幣
白
中
心
機
龍

第
三
十
一
巻

一七

O

第

披

ム
ノ、

ι-ゆ
る
こ
と
に
よ
り
で
貨
幣
前
白
支
挽
と
云
ふ
ζ

と
を
支
扮
白
概
念
か
ら
取
除
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
し
ば
ら
く
、
言
葉
の
用
法
の
問
題
と
し
て
も

よ
い
。
よ
し
貨
常
円
成
立
に
導
奇
行
〈
事
怖
が
一
方
的
給
付
に
あ
り
と
ナ
る
に
せ
よ
(
謄
奥
、
貢
納
、
献
上
回
知
書
)
、
貨
幣
白
木
賞
そ
り
も
の
が

一
般
的
変
換
手
段
で
あ
る
と
云
ふ
見
解
は
、
此
暦
史
的
見
解
白
如
何
に
拘
は
ら
ず
、
動
か
し
得
ぎ
る
も
の
と
思
ふ
。
而
し
て
貨
幣
が
支
扮
手
段
で

あ
る
と
一
E

ふ
と
と
を
、
そ
れ
が
交
換
手
段
の
意
味
、
即
ち
財
流
民
嚇
到
す
る
参
血
(
手
段
で
あ
る
、
ー
と
一
耳
ふ
意
味
に
・
主
張
す
る
立
場
に
濁
し
て
は
、
支

携
と
一
耳
ふ
こ
と
が
他
の
意
味
(
特
に
債
務
排
捕
仰
の
意
味
)
に
用
ひ
ら
る
L

己
井
一
極
め
て
多
き
以
上
、
そ
れ
は
混
同
を
生
じ
易
曹
見
方
で
あ
る
主
云

」
に
止
め
上
う
。
』

四

償

，L
山

If!. 

111. 

貨
幣
は
移
動
財
揖
に
費
す
る
移
動
的
牽
奥
手
段
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
償
値
尺
度
(
債
値
表
現
の
手
段
)

又
は
債
値
車
位
た
る
機
能
を
替
む
。

こ
の
ニ
ご
、
前
に
説
明
し
た
る
通
り
で
あ
る
。
而
し
て
、

一
方
に
は
、
そ
れ

会
以
て
、
貨
幣
の
根
本
的
機
能
で
あ
る
さ
し
、
従
ひ
て
貨
幣
は
債
値
軍
位
、
詳
し
〈
云
へ
ば
抽
象
的
債
値
墜
位
で

た
る
こ
さ
さ
樹
立
的
の

あ
る
ざ
す
る
立
場
が
あ
る
。
他
方
に
は
、
こ
れ
を
か
の
委
奥
手
段
(
一
般
的
交
換
手
段
)

も
の
さ
見
、
進
み
て
云
へ
ば
、
相
離
れ
て
存
立
せ
や
、

一
事
物
の
雨
面
を
な
す
さ
見
る
も
の
が
あ
る
。
並
(
に
、
私

見
さ
相
容
れ
ぬ
。

一
般
的
交
換
手
段
注
し
て
の
貨
幣
単
位
以
外
の
も
の
が
屡
々
軍
位
の
投
目
を
管
む
、
一
五
は
Y
交
換
手
段
及
び
債

値
単
位
さ
一
再
ふ
ニ
の
機
能
は
、
全
然
切
ち
離
し
難
き
闘
係
に
立
っ
さ
云
ふ
を
得
点
γ
、
二
者
は
相
離
れ
得
る
。
実
一



の
場
合
。
交
換
手
段
ざ
し
て
は
A
の
名
稗
を
も
っ
貨
幣
が
流
通
し
な
が
ら
、
債
値
単
位
、
従
ひ
て
計
算
の
単
位
さ

し
て
は
B
の
名
輔
が
選
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
。
其
二
の
場
合
。
貨
幣
に
ま
で
畿
運
せ
、
ざ
る
、
而
も
交
換
せ
ら
る
る

こ
乞
割
合
に
多
き
商
品
、
若
く
は
或
る
目
的
の
鴻
に
重
要
な
る
商
品
が
、
屡
々
債
値
車
位
芝
し
て
の
投
目
を
輿
へ

ら
れ
る
。
勢
銀
の
大
さ
を
要
又
は
米
何
升
乏
し
て
、
約
束
し
又
は
ぞ
れ
を
換
算
す
る
が
如
き
で
あ
る
。

後
の
場
合
に
つ
い
て
見
る
に
、
債
低
単
位
さ
交
換
手
段
さ
の
離
れ
か
た
は
齢
り
に
明
白
で
あ
る
。
此
場
合
仁
就

い
て
ち
、
或
は
か
う
論
や
る
も
の
が
あ
ら
う
。
憤
値
車
位
の
大
き
が
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
交
換
手
段
ご
如
何
な

る
閥
係
に
置
か
れ
で
あ
る
か
は
問
題
で
は
な
い
。
た
、
官
、
交
換
手
段
一
般
を
前
提
ぜ
す
る
ニ
さ
な
〈
し
で
は
一
般

的
交
換
(
す
べ
て
の
財
の
す
べ
て
の
財
ド
劃
す
る
交
換
)
を
考
へ
得
な
い
で
あ
ら
ら
し
、
従
ひ
て
交
換
債
低
を
考

へ
得
必
で
あ
ら
う
、
従
ひ
て
、
債
値
車
位
は
交
換
手
段
一
般
の
存
立
を
諜
想
し
、
ニ
者
は
相
離
れ
る
も
の
で
は
な

い
さ
。
併
し
な
が
ら
、
ま
づ
此
場
合
交
換
手
段
一
一
肢
を
濠
想
す
る
ぜ
」
云
ふ
命
題
が
必
や
し
も
詐
し
が
た
い
。
す
〈

て
の
交
換
せ
ら
る
る
財
の
聞
の
交
換
比
例
、
従
ひ
て
一
般
的
交
換
の
確
立
せ
ら
る
る
こ
ぎ
は
、
少
し
も
理
論
的
じ

貨
幣
を
ま
つ
も
の
で
は
な
い
。
貨
幣
は
ζ

れ
を
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
さ
云
ム
に
す
ぎ
ぬ
。
而
も
賃
借
貯
な
〈
し
て

も
な
ほ
、
債
値
の
比
較
じ
於
て
あ
る
債
値
車
位
の
遺
ば
る
ぺ
き
は
自
然
の
こ
さ
で
あ
る
。
こ
す
」
に
、
債
値
の
比
較

従
ひ
て
債
値
の
皐
位
は
一
般
的
交
換
の
確
立
を
も
珠
想
し
な
い
は
や
で
あ
る
。
す
ぺ
て
の
商
品
の
各
一
部
分
の
み

が
別
々
に
交
検
網
を
形
成
し
、
相

E
聞
に
の
み
交
換
せ
ら
れ
て
、
異
な
れ
る
変
換
制
内
の
財
相
互
が
日
常
交
換
の

1命

叢

貨
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の
中
心
機
能

第
三
十
一
審

七

第

披
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罰詣

叢

貨
幣
白
申
心
機
能

第
三
十
一
巻

七

第

務

ムノ、
四

聞
係
に
立
た
、
ざ
る
こ
さ
は
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
貴
重
な
る
財
の
交
換
、
然
ら
.
ざ
る
財
の
交
換
に
於

c
、
異
な
れ
る

貨
幣
の
成
立
し
た
る
事
情
か
ら
探
知
し
得
ら
れ
る
さ
思
ふ
。
か
か
る
事
態
に
あ
h
て
は
、
各
交
換
網
に
於
て
任
意

の
商
品
が
ま
だ
債
値
車
位
た
る
役
目
を
輿
へ
ら
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
交
換
サ
ら
る
る
財
ざ
し
て
は
す
ぺ
て
の
財

が
交
換
債
値
の
支
持
者
で
ゐ
り
、
而
し
て
何
れ
の
財
の
単
位
の
支
持
す
る
交
換
債
低
て
で
も
、
同
質
的
な
る
交
換

慣
値
の
車
位
ざ
し
て
作
用
し
得
る
内
的
必
然
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

前
の
場
合
仁
つ
い
て
考
へ
る
ψ
λ

の
貨
憎
が
洗
過
し
な
が
ら
、
個
格
計
算
の
仕
方
以
B
の
一
名
耕
一
し
よ
る
こ
さ
は

屡
々
ゐ
ら
は
る
る
事
貨
で
あ
る
。
日
本
に
於
て
弘
、
固
貨
幣
が
流
通
し
な
が
ら
、
あ
る
場
合
、
計
算
は
疋
、
分
仁

徒
ふ
。
そ
の
他
の
場
合
に
あ
ち
で
は
、
計
算
の
B
に
従
ふ
の
が
、
か
〈
例
外
的
な
ら
す
、

一
般
的
な
る
こ
芝
も
あ

る
。
貨
幣
が
一
般
的
交
換
手
段
た
る
さ
共
じ
債
値
車
位
で
あ
る
ご
云
ふ
の
は
、
此
交
換
手
段
の
敷
量
車
位
仁
支
持

せ
ら
る
交
換
債
値
が
債
値
車
位
さ
し
て
作
用
す
る
さ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
而
る
に
此
場
合
、

B
に
つ
い
て
は
こ
の

こ
さ
が
云
へ
ぬ
、
そ
れ
は
債
値
車
位
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
相
調
臆
す
る
交
換
手
段
を
有
し
て
ゐ
な
い
。
云
は
Y
交

換
手
段
さ
し
ず
の
機
能
を
は
な
れ
て
・
債
値
畢
位
た
る
機
能
が
替
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
B
が
債
値
車
位

ざ
し
て
一
般
的
仁
作
用
し
う
る
の
は
、
交
換
手
段
ご
し
て
の
貨
幣
一
般
の
存
立
を
理
想
し
よ
う
が
、
そ
れ
は
自
ら

別
の
問
題
で
あ
る
。
す
べ
て
、
こ
れ
ら
の
賭
か
ら
考
へ
て
、
二
の
機
能
は
不
可
離
的
の
も
の
で
あ
b
、

一
事
物
の



一
eF
一

雨
商
で
あ
る
、

さ
云
ふ
主
張
は
成
立
し
が
た
い
。

貨
幣
な
く
し
て
一
般
的
交
換
(
ナ
べ
て
の
財
に
謝
ナ
る
ナ
べ
て
の
財
白
交
換
、
従
ひ
て
ナ
べ
て
の
財
相
互
間
白
交
換
比
例
の
成
立
V

は
不
可
能

で
あ
る
と
云
ふ
見
方
は
、
数
理
皐
涯
の
経
済
撃
者
白
一
部
分
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
と
に
こ
れ
を
も
カ
説
ナ
る
も
の
と
し
て
は
U

A

ム
ベ
エ

9
ア

が
あ
け
得
ら
れ
よ
う
。
貨
幣
白
成
立
の
必
然
性
が
此
慰
か
ら
論
詮
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る

d
mれ
ど
も
ザ
ワ
ヅ
キ
の
一
宮
へ
る
知
〈
、
此
議
論
は
成

ア
山
戸
ピ
ト
ラ
ア
ヂ

立
し
が
た
い
、
貨
鮮
が
あ
れ
ば
一
般
的
交
換
を
成
立
せ
し
む
る
と
こ
ろ
の
「
諾
交
換
比
例
関
白
裁
定
」
が
容
易
で
あ
る
と
一
首
ふ
だ
け
の
こ

と
で
あ
、
b
ぅ
。
数
多
目
別
キ
の
交
換
網
目
成
立
に
つ
い
て
は
、
物
品
貨
餅
が
は
じ
め
別
キ
の
云
は
γ
雑
種
貨
幣
と
し
て
成
立
し
得
た
る
場
合
を
考

ふ
べ
き
で
あ
る
〈
例
へ
ば
カ
ツ
セ
ル
に
従
ひ
て
)

此
二
が
あ
る
穏
度
じ
が
.
て
離
れ
特
ぺ
き
も
の
ご
す
れ
ば
.
何
れ
が
根
本
的
な
る
か
め
問
題
は
割
合
に
判
定
し
易

L 、。

一
の
構
想
仁
訴
へ
る
。

一
般
的
交
換
手
段
の
全
く
存
せ
ざ
ゐ
ご
'
』
ろ
に
貨
幣
あ
り
さ
考
ふ
る
や
、
答
へ
て
云

ふ
、
否
。
債
値
尺
度
の
み
は
』
一
幣
な
き
交
換
に
於
て
も
存
在
し
得
る
、
何
ぜ
な
れ
ば
、
数
量
的
に
比
較
せ
ら
る
べ
き

各
財
の
交
換
債
値
の
う
丸
の
一
が
、
か
か
る
尺
度
ざ
し
て
作
用
す
る
こ

F
て
必
然
に
妨
げ
る
何
等
の
事
情
も
考

へ
得
ら
れ
ざ
る
が
故
で
め
る
。
若
し
、
債
値
単
位
の
機
能
が
根
本
的
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
貨
幣
ゐ
b

ご
云
は
ぎ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。

轄
じ
て
、
債
値
皐
位
又
は
債
値
尺
度
た
る
こ
さ
を
以
℃
貨
幣
の
根
本
的
機
能
で
あ
る
ず
」
な
し
、
貰
幣
は
却
も
債

値
軍
位
な
h
ざ
す
る
見
解
を
批
判
し
た
い
。
此
見
解
は
、
貨
幣
を
以
て
一
般
的
交
換
手
段
ご
は
な
す
も
の
の
、
か

E曲

叢

貨
幣
O
申
心
機
能

第
三
十
一
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種
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三
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大
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一
七
四

貨
幣
の
申
心
機
能

第
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十
一
巻

第
三
強

六
六

か
る
手
段
さ
し
て
作
用
す
る
色
の
を
究
の
や
う
に
見
る
。
錆
貨
や
紙
幣
は
交
換
取
引
の
極
め
て
小
な
る
部
分
を
媒

介
す
る
に
過
ぎ
肉
、
主
た
る
部
分
は
小
初
手
、
手
形
、
振
替
、
相
殺
等
の
支
梯
方
法
並
び
に
決
構
方
法
に
よ
っ
て

ゐ
る
。
此
方
法
の
根
祇
を
な
し
て
ゐ
ゐ
も
の
は
、
債
格
、
所
得
の
表
現
せ
ら
れ

τゐ
る
芯
ニ
ろ
の
抽
象
的
計
算
車

位
に
外
な
ら
ね
。
故
に
今
日
に
於
て
は
此
抽
象
的
計
算
軍
位
こ
そ
は
一
般
的
交
換
手
段
で
あ
り
、
貨
管
で
あ
る
o

sて
此
見
解
じ
は
あ
ま
り
に
多
〈
の
疑
黙
が
包
購
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
そ
の
す
ぺ
て
を
あ
げ
る
こ
さ
は
不
必
要
で
も

あ
る
の
わ
い
Y
W

次
の
〕
て

rり
を
描
べ
も
り
抽
象
的
計
算
開
単
位
、
却
も
岡
、
銀
.
弗
な
ど
の
如
る
は
、
こ
れ
ぞ
蝦

な
る
名
耕
又
は
観
念
ご
見
る
ご
き
に
は
勿
論
、
交
換
能
力
車
位
の
名
溝
又
は
観
念
た
る
に
止
ま
る
、
何
等
交
換
の

手
段
た
る
も
の
で
は
な
い
。
此
名
輔
を
以
て
よ
ば
る
る
交
換
能
力
の
車
位
ざ
し
て
見
る
さ
し
て
も
、
そ
れ
は
交
換

手
段
た
る
役
目
を
替
み
得
向
。
測
定
の
基
準
た
る
軍
位
、
江
、
測
定
せ
ら
る
ぺ
き
ゐ
る
大
き
の
交
換
能
力
さ
は
別
で

あ
る
し
、
交
換
能
力
さ
こ
れ
が
支
持
者
ざ
し
て
交
換
手
段
た
る
投
目
を
管
む
さ
ニ
ろ
の
貨
幣
さ
も
別
で
あ
る
。

ζ
a
A

に
は
り
イ
ア
マ

Y

の
見
解
を
遁
ペ
た
る
ワ
も
り
で
あ
る
。
私
は
そ
白
見
解
に
そ
れ
ほ
ど
白
理
論
的
重
要
さ
を
認
め
ね
が
ゆ
ゑ
に
、
課
遁
ず

4
 

る
乙
と
を
さ
け
る
。

4) Litfヱ~nn. Gnmdsatze， 2. Aufl. S. 101伍


